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自閉性障害児における他者へ の視覚的注意の方向付けに関する

　　　　　　　　　　　　　　　　応用行動分析的研究
　　　　　　　　　　 一二者択

一
の 選択場面における他者の視線方向の弁別
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問題と目的

自閉性障害に おける対入コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の質的な
障害の 中の

“
視覚的注意

”
に つ い て，多くの 研究者がア

プロ
ー

チ して きた （Baron−cohen ，1995；semju ，2006 ）。

Baron−Cohen （1995）は，自閉性障害者は視線方向を計

算するこ とに おい て は障害を持たない が，注意の共有が
困難で あると報告して い る。
以上 の特性は，応用行動分析学的な立場か ら検討され、
その支援につ い て 研究がなされて きた （e．g．，畑伸 ・山
本 ，2000；松岡・小林，2000）。その 中で も畑仲・山本 （2000）
や角谷 ・山本 （1997）は、応用行動分析の立場か らアプ
ロ
ー

チ して、自開性障害児に参照的注視行動を獲得させ

る こ との 重要性を示唆して い る。

　 しかし，角谷 ・山本（ig97）や畑中 ・山本（2000）は，行
動違鎖が形成されたの か，それとも他者の視線の有する

機能が学習されたの か とい う点に つ い て，さらなる検討
が必要である と示唆して い る。つ まり， 自閉性障害児が

何の た め に他者の裾線方向を利用 したのかが明確である

場面設定が必要である と推測され る。
　 しか し，他者の視線方向の ような

“
他者の 反応

”
のみ

を手がか りにすると，場面に よ っ て使い 分ける こ とが困

難に なり，高橋 （2002）で指摘され て い るように，一
方

的な関わりが増加して しまうと推測される。
　その ため，本研究では，自閉性障害児が他者の視線方

向を弁別し，その視線方向とその視線方向以外の
“

物理

的環境
”

を 自身の利益の ため に利用する こ とを目的とし

た。
方法
対象児　対象児は，A 大学の ・己理相談施設に来談 してい

る児童 1 名（B 児）で あ っ た。
B 児は医療機関で 自閉傾向

を有すると診断され て い た 。 B 児は コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン

や社会性の指導 ・改善が主訴とされてい た。
場面設定と課題　本研究の場面設定は、実験者とB 児の

2名か ら構成された。 本研究の課題は，机上に提示され

た青色の 3 つ の カードと赤色の 3 つ の カー
ドの 合計 6つ

の カ
ー

ドの うち，実験者があ らか じめ選択 して おい た 1
つ の カ

ー
ドを当てるとい う課題で あ っ た。 この 6 つ の カ

ードは，赤色の （a），（b），（c）と青色の（a ），（b），（c）と
分かれ て おり，3種類の カードが 2色で用意されて い た。
実験条件　本研究では実験者は ， まず赤色の 3つ の カー

ドと青負の 3 つ の カ
ー

ドを右と左 に色 で わけ，桃 ヒに提
示 し た。 次に，B児に選んだカ

ー
ドの名前が文字化され

た用紙 （選んだカ
ー

ドは a）を B児 に提示した。そ の後，
実験者は自身が選択した色 の カードの方へ 視線を向け続
けた 。 B 児が実験者の選択したカードを選択で きた場合，
本研究場面 の直前と直後で行 っ てい るス ゴ ロ クゲームで

サイ コ ロ を 2 回振 る こ とが で きた。B児が実権者の選択
したカードを選択で きなか っ た場合，ス ゴロ クゲーム に

おい て 1回休み となっ た。
標的彳重動　本研究の標的行動は，（a）実験者の視線方向を
見る行動，（b）実験者の 選択 した種類の カ

ー
ドを選択する

こ と， （c）実験協力者が裾線方向を向けて い る色を選択す

る こ との 3点であっ た 。

介入方法　本研究では ，
ビデオによ り， 標的行動の見本

をB 児へ 提示した。
結果 の整理方法 本研究は， 1セ ッ シ ョ ン で 6試行課題

を実施 した。標的行動が生起した回数／課題実施数× 100
を示した 。

結果

　 　 　 　 標的 行動の 生起率の 推移
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　ベ ー
ス ラ イ ン期で は、標的行動（a）の 生起率が 3 セ ッ

シ ョ ン全て で 0 ％ であ っ た。標的行動（b）の 生起率は，3
セ ッ シ ョ ン 全て に おい て 100％で あっ た 。 標的行動（c）の

生起 率は，1セ ッ シ ョ ン 目が 66％，2セ ッ シ ョ ン 目が 50％，
3セ ッ シ ョ ン 目が 83％ で あ っ た。
　介入期では，全ての 標的行動の 生起率が 100％ であ っ

た。

　テ ス ト期では，3セ ッ シ ョ ン全 て にお い て，標的行動
（a）（b）（c）の 生起率が 100％ であっ た。

　維持期で は，2セ ッ シ ョ ン におい て，標的行動（a ）（b）（c）
の 生起率が 100％ であっ た。

考察

　本研究で は、ビデオに よるモ デル提示を行 うこ とによ

り，見るべ きポイ ン トを明確にする こ とで，B児は髭験
者 の 視線方向を確認して，実験者の提示す るカ

ー
ド名と

統合して実験者の選択した カー
ドを選択す るこ とがで き

るように なっ た 。 さらに，本研究場面 に おい て も参照的
注視行動が成立した こ とで，角谷 ・山本（1997）や畑中 ・

山本 （2000）の 示唆した自閉性障害児における参照的注視

行動の機能の分析の
一
部を実践で きた と推察される。ま

た，視線方向の みで なく，選択された カー
ドも手がか り

に用い た こ とから，様々な手がか りを統合するこ とで高
橋 （2002）の

一
方的な関わりを減少させる こ とにっ なが

る可能性を示唆した 。
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